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江
戸
時
代
初
頭
に
活
躍
し
た
仏
教
者
鈴
木
正
三

(
一
五
七
九
～
一
六
五
五
)
は
、
研
究
史
上
に
お
い
て
は
、
禅
僧
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。

(
1

)

正
三

の
修
行
論
と
い
え
ば
、
か
ね
て
よ
り
、
「
二
王
禅
」、
「勇
猛
禅
」
な
ど
と
称
さ
れ
、
そ
の
勇
猛
果
敢
さ
を
重
視
す
る
禅
風

の
特
異

(
2
)

性

・
独
自
性
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
又
、
そ
の
修
行
論
の
特
色
は
勇
猛
さ
の
み
で
は
な
く
、
む
し
ろ
職
業
倫
理

(奉
公
即
修
行
論
)
に
あ

(
3
)

(
4
)

る

の
だ
、
あ
る
い
は
禅
と
念
仏
と
の
並
修

(念
仏
禅
)
に
あ
る
の
だ
と
の
指
摘
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
正
三
の
修
行
論
が
そ
も
そ
も
い
か
な
る
構
造
を
持

つ
の
か
。
す
な
わ
ち
何
ゆ
え
に
二
王
禅

・
勇
猛
禅
と
呼
ば
れ
る
修

(
5

)

行
形
態
が
選
ば
れ
る
の
か
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
正
三
が
武
士
出
身

で
あ
る
か
ら
、
と

い
う
以
上
の
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
ま

た
、
奉
公
即
修
行
で
あ
る
こ
と
と
、
勇
猛
禅
で
あ
る
こ
と
と
の
関
連
性
な
ど
、
正
三
の
修
行
理
論
の
全
体
構
造
に
つ
い
て
の
研
究
は

い
ま

だ
十
分
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
点
を
解
明
す
る
た
め
に
、
本
論
で
は
、
鈴
木
正
三
の
修
行
論
を

「機

の
修
行
論
」
と

い
う
視
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
具
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体
的
に
は
、
ま
ず
正
三
の
仏
道
修
行
論
の
核
心
に
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

「
二
王
禅
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
分
析
を
行

い
、
そ
の

核
を
形
成
す
る
の
が

「機
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
正
三
の
い
う

「機
」
と
は
何
か
、
そ
れ
が

「機
」
の
修

行
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
正
三
の
思
想
に
お

い
て
何
を
意
味
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

二

(
6
)

二
王
禅
と
は
何
か

以
下
が
、
二
王
禅
に
対
す
る
、
正
三
自
身
の
説
明
と
し
て
最
も
典
型
的
な
も

の
で
あ
る
。

①

一
日
示
日
、
仏
道
修
行

ハ
、
仏
像

ヲ
手
本

ニ
シ
テ
修
ス
ベ
シ
。
仏
像
ト
云
ハ
、
初
心
ノ
人
、
如
来
像

二
眼
ヲ
著

テ
、
如
来
座
禅

ハ
及

①

ベ
カ
ラ
ズ
、
只
二
王
不
動
ノ
像
等

二
眼
ヲ
著
テ
、
二
王
坐
禅
ヲ
作

ス
ベ
シ
。
先
二
王

ハ
仏
法
ノ
入
口
、
不
動
ハ
仏
ノ
始
ト
覚

ヱ
タ
リ
。

③

然
レ
バ
コ
ソ
、
二
王
ハ
門
二
立
、
不
動

ハ
十
三
仏
ノ
始
メ
ニ
在

マ
ス
。
彼
ノ
機

ヲ
受
ズ
ン
バ
煩
悩

二
負
ベ
シ
。
ロ
ハ
一
頭
二
強
キ
心

ヲ

②

③

用
ル
ノ
外
ナ
シ
。
(中
略
)
仏
道

ニ
ハ
、
活
漢
ト
テ
、
活
タ
機
ヲ
用
ル
事
也
。
(中
略
)
只
我

ハ
殊
勝
ゲ
ナ
事

ヲ
モ
、
悟
リ
ゲ
ナ
事
ヲ

②

③

モ
知
ズ
、
十
二
時
中
、
浮
心

ヲ
以
テ
、
万
事

二
勝
事
計
用
ル
也
。
何
レ
モ
ニ
王
不
動
ノ
堅
固
ノ
機
ヲ
受
、
修
シ
行
ジ
テ
、
悪
業
煩
悩

ヲ
滅
ス
ベ
シ
ト
、
自

ラ
眼
ヲ
ス
へ
、
拳

ヲ
握
リ
、
歯
ギ
シ
リ
シ
テ
日
、
キ
ッ
ト
張
懸
テ
守
ル
時
、
何

ニ
テ
モ
面

ヲ
出
ス
者
ナ
シ
。
始

③

終
此
ノ
勇
猛
ノ
機

一
ツ
ヲ
以

テ
修
行

ハ
成
就
ス
ル
也
。
別

二
入
事
無
シ
。
何
タ
ル
行
業
モ
、
ヌ
ケ
ガ
ラ
ニ
成
テ
セ
バ
用
二
立

ベ
カ
ラ

③

ズ
。
強
ク
眼
ヲ
著

テ
、
禅
定
ノ
…機
ヲ
修
シ
出
ス
ベ
シ
ト
也
。
(
一
三
八
頁
)
(傍
線
丸
数
字
筆
者
。
以
下
同
)

こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

「二
王
禅
」

の
特
色
は
、
以
下
の
三
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

一
は

「仏
像
を
手
本
と
し
て
」
修
行

す

る
べ
し
と
い
う
点
。
第
二
は

「浮
心
」
「強
き
心
」
を
以

っ
て
修
行
す
る
べ
し
と
い
う
点
。
第
三
は

「活
き
た
機
を
用
い
る
」
「勇
猛
の

機
を
以

っ
て
修
行
す
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

「機
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
以
下
詳
細
に
見
て
ゆ
こ
う

。

第

一
の
仏
像
を
手
本
と
す
る
修
行
と
は
、
傍
線
①

「仏
道
修
行

ハ
、
仏
像
ヲ
手
本

ニ
シ
テ
修
ス
ベ
シ
」
「二
王
不
動
ノ
像
等

二
眼
ヲ
著



(
7
)

テ
、
二
王
座
禅
ヲ
作

ス
ベ
シ
」
に
基
づ
く
。
こ
の
点
は
、
正
三
最
晩
年
の
著
作

『修
行
之
念
願
』

の
、
「願
は
仏
像

に
眼
を
着

て
修
行
し

給

へ
か
し
と
の
念
願
な
り
」
(六
二
頁
)
と
い
う
記
述
か
ら
見
て
、
正
三
の
修
行
方
法
と
し
て
、
特
徴
的
か
つ
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
て
、
こ
の

「仏
像
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

仏
像
建
立
の
趣
を
み
る
に
、
門
に
金
剛
の
形
像
を
立
置
。
座
敷
に
は
十
二
神
。
十
六
善
神
。
八
金
剛
。
四
天
王
。
五
大
尊
。
各
々
威
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勢
を
ふ
る
ひ
、
物

の
具
を
着
し
、
鉾
、
刀
杖
、
弓
矢
を
持
て
な
ら
び
ま
し
ま
す
な
り
。
(六
一
ー
二
頁
)

つ
ま
り
、
修
行
の
指
標
と
し
て
の
仏
像
に
、
さ
し
あ
た
り
如
来
や
菩
薩
は
念
頭
に
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
「金
剛
」
「十
二
神
」
「十
六
善

神
」
「
八
金
剛
」
「
四
天
王
」
「五
大
尊
」
ら
の
武
具
を
携
帯
し
た
猛
々
し
い
像
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
特
に

「
二
王

・
不
動
」
の
よ
う
な
勇
猛
な
姿
を
し
た
像
を
す
す
め
る
こ
と
か
ら
、
「二
王
禅
」
の
名
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
仏
教
の
諸
仏
諸
菩

薩

の
中
で
、
「
二
王
」
と
は
、
寺
院
の
守
護
神
で
あ
る

一
対
の
金
剛
力
士
で
、
門
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
「不
動
」
と

は

「不
動
明
王
」
の

こ
と

で
、
憤
怒
の
形
相
で
偉
大
な
力
を
現
す
明
王
の
中
尊
で
あ
る
。
「金
剛
」
「十
二
神
」
「十
六
善
神
」
「入
金
剛

」
「四
天
王
」
「五
大

(
8
)

尊
」
は
、
い
ず
れ
も
密
教
経
典
に
基
づ
く
勇
ま
し
い
形
姿
を
持

っ
た
像
で
あ
る
。

で
は
、
正
三
の
い
う
、
こ
う
し
た
勇
ま
し
い
仏
像
に
眼
を

つ
け
る
修
行
と
は
具
体
的
に
は
い
か
な
る
修
行
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
第

一

に
、
二
王
、
不
動
な
ど
の
像
の

「機
を
受
け
る
」
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
修
行

に
よ

っ
て
悪
業
煩
悩
を
滅
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と

い
う
。

一
日
示
日
、
仏
道
修
行
ト
云
ハ
、
二
王
不
動
ノ
大
堅
固
ノ
機
ヲ
受
テ
修
ス
ル
事

一
ツ
也
。
此
ノ
機

ヲ
以
テ
身
心

ヲ
責
滅
ス
ヨ
リ
外
、

別

二
仏
法

ヲ
不
知
。
(中
略
)
第

一
二
、
仏
像

ノ
機
ヲ
受
ル
ト
云
事

ヲ
能
可
知
、
無
精

ニ
シ
テ
此
機
移

ベ
カ
ラ
ズ
。
専
ラ
仏
像

二
眼

ヲ
著
テ
、
二
六
時
中
、
金
剛
心

ヲ
可
守
ト
也
。
(
一
三
九
頁
)

こ
の
正
三
の
仏
像
を
使
う
修
行
が
、
「仏
像

の
機
を
受
け
る
」
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
点

で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、

仏
教
諸
宗
派
の
修
行
の
中
で
仏
像
を
こ
の
よ
う
に
使
う
修
行
方
法
は
、
例
が
な
い
為
で
あ
る
。
仏
像
は
、

一
般
に
は
、
仏
陀
の
代
替
と
し

(
9
)

て
訥
経

・
礼
拝

・
供
養
の
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
か
、
禅
定
の
際
の
観
念
観
相
の
助
縁
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
又
、
禅
宗
に
お
い
て
は
、
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(
10

)

歴
史
上
の
釈
尊
や
阿
弥
陀
と
い
っ
た
特
定

の
仏

へ
の
帰
依
よ
り
も
、
「即
心
即
仏
」
と
い
う
立
場
が
強
い
た
め
、
「仏
像
」
を

「修
行

の
手

が
か
り
」
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と

い
っ
て
よ
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
三
が
仏
像
を
重
視
す
る

の
は
何
故
な
の
か
。

こ
れ
は
正
三
の

「仏
」
理
解
と
関
連
す
る
。

正
三
は
、
「願
く
は
言
教
。
仏
像
隔
な
く
、

一
筋
に
生
身
の
如
来
と
念
得
し
て
、
信
心
を
発
し
、
身
命
を
捨
て
・
敬
礼
し
、
自
己
の
功

徳
を
勤
む
べ
し
」
(七
六
頁
)
と
い
う
よ
う
に
、
仏
像
が
生
身
の
如
来
と
同
じ
も
の
と
受
け
取
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
前
提
に
し

た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

何
モ
仏
像

ハ
、
何

ヨ
リ
出
タ
ル
ト
思
ヤ
、
皆
仏
心
ヨ
リ
出
タ
リ
。
仏
ノ
其
時
く

ノ
我
心
ヲ
、
像

二
顕

ハ
シ
、
名

ヲ
付

テ
示
給

フ
也

(
一
八
二
頁
)

す
な
わ
ち
、
仏
像
そ
の
も
の
が

「仏
心
」
の
顕
れ
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
「仏
像
」
に
向
か

っ
て
そ
の

「機
を
受
け

る
」
修
行
と
は
、
正
三
に
と

っ
て
は

「生
身

の
如
来

(仏
陀
)」
に
向
か

っ
て
、
そ
の
時
ど
き
の
仏
心

の
顕
れ
で
あ

る
機

の
位
を
直
ち
に

受
け
る
修
行
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
何
故
こ
の
修
行

の
仏
像
に

「
二
王

・
不
動
」
を
選
ぶ
の
か
。
こ
の
点
は

「悪
業
煩
悩
を
滅
す
る
」
修
行

で
あ
る
と
い
う
点
と
、

初
心
者
向
け
の
修
行
論

で
あ
る
点
に
由
来
す
る
。

仏
像
ト
云

ハ
、
初
心
ノ
人
、
如
来
像

二
眼
ヲ
著
テ
、
如
来
座
禅

ハ
及
ベ
カ
ラ
ズ
、
只
二
王
不
動
ノ
像
等

二
眼
ヲ
著

テ
、
二
王
坐
禅
ヲ

作
ス
ベ
シ

(
;

天
頁
)

若
我
法

二
入
ラ
ン
ト
思

フ
人

ハ
、
機
ヲ
ヒ
ツ
立
、
眼
ヲ
ス
ヱ
、
二
王
不
動
、
悪
魔
降
伏
ノ
形
像
ノ
機
ヲ
受
、
二
王
心

ヲ
守
テ
、
悪
業

煩
悩
ヲ
滅
ス
ヘ
シ

(
;

元
頁
)

つ
ま
り
、
「煩
悩
を
滅
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
初
心
の
修
行
に
お
い
て
特
に
注
意
を
払
う

べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
目
的
に

一
途
に
な

る
に
は
、
仏
心

の
機

の
位

の
中
で
も
、
こ
の

「二
王
の
機
」
を
受
け
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
正
三
の

「機
」
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と
は
何
か
と
い
う
点
は
、
後
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
正
三
の
仏
像
に
よ
る
修
行

の
目
的
が
、
仏
像
の
機

(仏
ノ
其
時
其
時
ノ
我

心
)
を
受
け
る
こ
と
を
目
指
す
、
独
自

の
修
行
論
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
ま
ず
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

正
三
の
二
王
禅
の
特
色

の
第
二
は
、
傍
線
②

「
一
頭

二
強
キ
心
ヲ
用
ル
ノ
外
ナ
シ
」
「十
二
時
中
、
浮
心
ヲ
以
テ
」

に
あ
る

「強
キ
心
」

「浮
心
」
を
用
い
る
べ
し
と
の
指
示
で
あ
る
。

「強
キ
心
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
仏
道
修
行

の
プ
ロ
セ
ス
、
特
に
そ
の
初
期
的
段
階
に
お
い
て
、
激
し
く
強
い
果
敢
な
修
行
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
正
三
の
み
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
真
摯
に
修
行
を
こ
こ
ろ
ざ
す
も
の
に
共
通
の
心
が
け
で
あ
る
と
い
う
こ

と

も

で
き

る

が

、

こ

の

「
浮

心

」

と

い
う

表

現

、

そ

し

て

「
果

シ
眼

二
成

、

八
幡

ト

云

テ
ネ

ヂ

マ

ワ

シ
、

ジ

リ

く

ト

懸

ル
」

(
一
六
八

頁
)
と
い
う
よ
う
な
独
自

の
比
喩
に
よ
る
そ
れ
は
、
正
三
独
自

の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
故
に
こ
そ
、
時
に
正
三

の
禅
風

へ
の
批
判
の

対
象
と
も
な

っ
て
き
た
部
分
で
紮

・
と

い
う

の
は
・
仏
道
修
行

の
プ
呈

ス
に
お
け
る

「浮

心
」
と

い
え
ば
、
例

濠

『天
台
小
止

観
』

に
み
え
る

「沈

・
浮

・
急

・
寛
」
の
よ
う
に
、
禅
定
修
行
の
途
中
に
起
こ
る
魔
境

の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
そ
れ
が
念
頭
に
浮
か
ぶ
た

(
12
)

め

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
正
三
の
い
う

「浮
心
」
は
、

禅
定
修
行
の
妨
げ
と
な
る
、
う
か
う
か
と
浮
か
れ
て
集
中
を
さ
ま
た
げ
る
精
神
状
態

と
は
、
別
の
事
柄
を
さ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「然
ば
凡
夫
心
に
、
物
に
勝
て
浮
心
あ
り
、
物

に
負

て
沈
心
あ
り
」

(六
六
頁
)
に
み
え
る

よ
う
に
、
基
本
的
に
は
日
常
心
で
あ
る
凡
夫
心
に
属
す
る
状
態
の

一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う

な
も

の
を
指
し
て
い

る
。

一
、
生
死
を
守
心
、
二
、
恩
を
し
る
心
、
三
、

一
陣
に
す

・
む
心
、
四
、
因
果
の
理
を
し
る
心
、
五
、
幻
化
無
常
を
観
ず
る
心
、
六
、

此
身
の
不
浄
を
観
ず
る
心
、
七
、
光
陰
を
惜
む
心
、
八
、
三
宝
を
信
仰
す
る
心
、
九
、
此
身
を
主
君
に
拗
心
、
十
、
自
己
を
守
心
、

十

一
、
捨
身
を
守
心
、
十
二
、
自
己
の
非
を
し
る
心
、
十
三
、
貴
人
主
君
の
前
に
居
す
る
心
、
十
四
、
仁
義
を
守
心
、
十
五
、
仏
語

祖
語
眼
を
着
心
、
十
六
、
慈
悲
正
直
の
心
、
十
七
、

一
大
事
因
縁
を
思
心

(六
六
～
六
七
頁
)



202鈴木正三の二王禅をみる新視点

お

お
ま
か
に
言
え
ば
、
こ
の
う
ち
、
二
、
三
、
九
、
十
二
、
十
三
、
十
四
は
、
「恩
、
忠
、
謙
遜
、
敬
」
の
よ
う
な

日
常
倫
理
的
に
善
と

さ

れ
る
心
的
状
態
を
指
し
、

一
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
十
、
十

一
、
十
五
、
十
六
、
十
七
は
、
「生
死
、
因
果

の
理
、
幻
化
無
常
、

光
陰
を
惜
し
む
、
不
浄
観
、
慈
悲
正
直
、

一
大
事
因
縁
」
の
よ
う
な
、
仏
教
に
縁
あ
る
心
的
状
態
を
さ
す
と
分
類
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
は
、

な
ぜ
こ
う
し
た
心
が

「浮
心
」
と
呼
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
正
三
は
、
こ
の
言
葉
の
ヒ
ン
ト
を
、
芸
道
論

の

「浮
調
子
」
お
よ
び
、
「拍

子
に
あ
う
」
と
い
う
発
想
か
ら
得
て
い
る
と
す
る
。

…
…
亦
是

ヲ
浮
ブ
心
ト
モ
云
也
。
亦
業

ニ
モ
、
浮
業
沈
業
有
、
調
子

ニ
モ
、
浮
調
子
、
沈
調
子
有
ト
云
テ
、
高
砂
ヤ
此
浦
舟

二
帆
ヲ

上
テ
ト
歌
ヒ
、
是
浮
調
子
也
ト
云
レ
タ
ル
ト
云
也

(二
六

一
頁
)

扱
無
相
無
念
ノ
時
、

一
切

二
相
応

ス
。
讐
バ
拍
子

二
合
バ
、
自
ラ
其

二
乗
、
亦
謡
杯
歌
フ
ニ
モ
、
是

ハ
諸
国

一
見
ノ
僧

ニ
テ
候
ト
云

バ
、
ヒ
シ
ト
夫

二
成
気
也
。
我
モ
扇
ノ
手

ハ
知
ネ
ド
モ
、
謡

二
任
セ
、
夫

二
打
成
、
自
由

二
舞
ベ
キ
心
有
。
物

二
応
ジ
テ
形
ヲ
現
ズ

ト
云
モ
、
無
念
無
心
ノ
処
ヲ
云
也

(
一
六
〇
頁
)

「
浮
調
子
」
と
い
う
の
は
、
邦
楽
や
謡
曲

の
用
語
で
あ
る
が
、
単
に
拍
子

(邦
楽
で
い
う
リ
ズ
ム
)
に
合
わ
せ
る
の
で
な
く
、
躍
動
的
に
弾

(
13

)

み
を

つ
け
て
謡
う
こ
と
で
あ
り
、
節
と
演
者
の
心
機
が

一
体
と
な
る
状
態
を
意
味
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
「拍
子
に
合
え
ば
、
お
の
ず
か

ら
乗
る
」
と
い
う

の
も
、
こ
の
状
態
を
指
す
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
当
時

の
武
士
の
教
養
の

一
つ
で
あ

っ
た
謡
曲

の
素
養

の
あ

っ
た

正
三
は
、
こ
う
し
た
意
味
を
念
頭
に
お

い
て
、
日
常
の
倫
理
生
活
や
、
仏
教
の
教
え
を
、
単
に
知
識
と
し
て

「知
る
」
や
、
表
面
の
意
味

を
頭
で

「わ
か
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
実
践
的
に
自
ら
の

「身
心
に
乗
」
る
と
い
う
こ
と
を
表
現
す
る
た
め

に
、
「浮
」
と
い
う

言
葉
を
適
用
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

「浮
心
」
は
、
「物
に
勝

つ
て
浮
心

の
類
、
勇
猛
の
心
を
体
と
す
」
(六
六
頁
)
と
い
う
よ
う
に
、
勇
猛
心
を
体
と
す

る
心

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
実
践
修
行

の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
日
常
心

・
凡
夫
心
上
に
存
在
す
る
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
や
が
て

「勇
猛

心
」
が
あ
ら
わ
れ
る
き

っ
か
け
と
な
り
う
る
心
的
状
態
・
正
三
の
言
葉
で
一更

ば

「羅

」
で
も
あ
る
と

い
う
こ
と

で
あ
る
・
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常
ノ
心
遣
ヒ
ニ
、
浮

心
ア
リ
沈
心
ア
リ
。
浮
心

ハ
、
己

二
勝
心
、
沈
心

ハ
己

二
負
心
也
。
浮
心
ト
云
ハ
、

一
陣

二
進
出
テ
、
心

ヲ
張

掛
テ
持
ヲ
云
ナ
リ
。
(中
略
)
此
恩
ヲ
報
ジ
得

ン
事
、
色
身

ヲ
滅
セ
ズ
ン
バ
、
叶
ベ
カ
ラ
ズ
ト
思
定
テ
、
常

二
捨
身

ヲ
守
テ
可
勤
也
。

如
此
用
テ
、
兎

二
角

ニ
モ
進
心
有
バ
、
勇
猛
ノ
心
ト
成
テ
、
必
己

二
勝
ベ
キ
也

(二
九
四
頁
)

そ
れ
で
は

「勇
猛
心
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

仏
道
修
行

の
人
は
、
先
勇
猛
の
心
な
く
し
て
、
難
叶
。
怯
弱

の
心
を
以
仏
道
に
入
事
有
べ
か
ら
ず
。
堅
守
、
強
修
せ
ず
ば
、
彼
煩
悩

に
随
て
苦
患
を
受
べ
し

(六
五
頁
)

す
な
わ
ち
、
行

の
上
に
念
じ
出
さ
れ
る
心
で
あ
り
、
こ
の
心
に
な
れ
ば
、
煩
悩
が
退
治
さ
れ
る
と

い
う
。
ま
た
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

仏
法
修
行
は
六
賊
煩
悩
を
退
治
す
る
な
り
。
心
弱
し
て
、
か
な
ふ
べ
か
ら
ず
。
法
身
堅
固
の
心
を
以
て
、
信
心
勇
猛
精
進
の
兵
を
先

と
な
し
、
本
来
空

の
劔
を
用
ひ
て
、
我
執
貧
著
の
妄
相
Ψ
心
を
切
払
、
切
に
急
に
進
で
、
十
二
時
中
間
断
な
く
、
金
剛
の
心
に
住
し
、

夢
中
共
に
用
得

て
、
自
然
に
純
熟
し
、
内
外
打
成

一
片
と
成
て
、
業
識
無
明
の
魔
軍
を
悉
く
討
滅
し
、
忽
然
、
夢
醒
実
有
の
城
郭
を

打
破
、
生
死
の
冤
敵
を
裁
断
し
て
、
般
若

の
都
に
居
住
を
定
、
大
平
を
守
、
此
心
、
即
武
勇
に
使
宝
な
り

(六
一一貢
)

つ
ま
り
、
単
に
日
常
倫
理
的
に
善
な
る
心
的
状
態
や
、
仏
教
に
縁
あ
る
心
的
状
態
を
さ
す

「浮
心
」
か
ら

一
歩
進
ん
で
、
仏
道
に
対
す
る

信
心
や
修
行
が
、
堅
固
不
動
で
、
不
断
精
進
す
る
、
「精
進
心
」
を
さ
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
修
行
に
お
け
る
激
し

く
強

い

「精
進
」
の
意
味
を
重
視
す
る
た
め
に
、
正
三
は
こ
れ
を

「勇
猛
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

「精
進
心
」
に
よ
る
勇
猛
修

行

の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

何
レ
モ
ニ
王
不
動
ノ
堅
固
ノ
機
ヲ
受
、
修

シ
行
ジ
テ
、
悪
業
煩
悩

ヲ
滅
ス
ベ
シ
ト
、
自
ラ
眼
ヲ
ス
へ
、
拳
ヲ
握
リ
、
歯
ギ
シ
リ
シ
テ

日
、
キ
ッ
ト
張
懸
テ
守
ル
時
、
何

ニ
テ
モ
面
ヲ
出
ス
者
ナ
シ
。
始
終
此
ノ
勇
猛
ノ
機

一
ツ
ヲ
以
テ
修
行

ハ
成
就

ス
ル
也

(
一
三
八
頁
)

す
な
わ
ち
、
煩
悩
を
退
治
す
る
た
め
の
強
い
修
行
を
切
に
急
に
十
二
時
中
勤
め
る
と
こ
ろ
に
、
功
成

っ
て
現
れ
る
と

い
う

「勇
猛
精
進
の

機
」
で
あ
る
。
「機
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
は
後
に
検
討
す
る
が
、
こ
こ
で
も
、
正
三
の
修
行
論
の
中
で

「機
」
と

い
う
概
念
が
重
要
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な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

尚
、
正
三
の
勇
猛
心
は
、
単
に
煩
悩
を
滅
す
る
と
い
う
否
定
的
方
向

に
の
み
働
く
心
で
は
な

い
。
「勇
猛
心
ナ
ク
シ
テ
万
徳

二
使
ル
ベ

カ

ラ
ズ
」
(二
一二
四
頁
)
と
い
う
よ
う
に
、
勇
猛
心
と
は
、
万
徳
円
満
に
用
い
ら
れ
る
心
、
す
な
わ
ち

「仏
心
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
信
心
勇
猛
精
進
を
間
断
な
く
続
け
る
と
こ
ろ
の
時
節
到
来
が
、
こ
の
勇
猛
心
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
勇
猛
心
成
熟
す
る
と

こ
ろ
に

「仏
心
」
が
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。

正
三
の
二
王
禅
の
特
色
と
し
て
第
三
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
傍
線
③

「彼

ノ
機
ヲ
受
ズ
ン
バ
煩
悩

二
負
ク
ベ
シ
」

「仏
道

ニ
ハ
、
活
漢

ト

テ
活
タ
機
ヲ
用
ル
事
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
「機
」
が
重
視
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
す
で
に
見
て
き
た
、
仏
像
を
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
、

勇

猛
心

(浮
心
)
を
以
て
す
る
こ
と
に
お

い
て
も
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
正
三
の
修
行
論

に
お
い
て

「機
を
以

っ
て
修
す
る
」
「機
を

抜

か
さ
ぬ
」
と
い
う
こ
と
が
核
心
と
も
い
え
る
重
要
性
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
又
、
以
下
の
よ
う

に
も
論
じ
ら
れ
る
。

始
終
此
ノ
勇
猛
ノ
機

一
ツ
ヲ
以
テ
修
行

ハ
成
就
ス
ル
也
。
別

二
入
事
無
シ
。
何
タ
ル
行
業

モ
、

ヌ
ケ
ガ
ラ
ニ
成

テ
セ
バ
用

二
立
ベ
カ

ラ
ズ
。
強
ク
眼
ヲ
著
テ
、
禅
定
ノ
…機
ヲ
修
シ
出
ス
ベ
シ
ト
也

(
一
三
八
～
九
頁
)

す
な
わ
ち
、
「機
」

一
般

で
は
な
く
、
と
り
わ
け

「勇
猛
の
…機
」
を
も

っ
て

「禅
定
の
機
」
を
修
し
出
す
こ
と
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
に

「勇
猛
禅
」
と
も

い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上

「二
王
禅
」
に
つ
い
て
、
仮
に
三

つ
の
特
色
に
分
け
て
検
討
し
て
き
た
が
、
三
点
の
い
ず
れ
も
、
結
局
の
と
こ
ろ

「機
」
を
修
し

出
す
修
行
で
あ
る
こ
と
に
収
敏
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
二
王
禅
」
と
は
い
わ
ば

「機

の
修
行
論
」
と
も
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
と

い
え

よ
う
。
そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
正
三
の
い
う

「機
」
と
は
何
で
あ
り
、
「機
の
修
行
論
」
と
は

い
か
な
る
も

の
で
あ

ろ
う
か
。
と
り
わ
け

「
勇
猛
の
機
」
「禅
定

の
機
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
節
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
よ
う
。



三

「機
」

の

修

行

論

鈴木正三の二王禅をみる新視点205

(
15
)

正

三

の

い
う

「
機

」

と

は
何

で
あ

ろ
う

か

。

こ

の

こ
と

を

検

討

す

る

に

先

立

っ
て

、

ま
ず

「
機

」

と

は

い
か
な

る
意

味

を

も

っ
て

い
る

か
確

認

し

て

お
き

た

い
。

「
機

」

と

い
う

言

葉

は
、

そ
も

そ

も

、
①

か

な

め

、

枢

機

、

②

か

ら

く

り

、

し

か

け

、
機

関

、
③

は

ず

み
、

き

(
16
)

っ
か
け
、
機
縁
、
④
物
事
の
起
こ
る
き
ざ
し
、
⑤
個
々
の
お
か
れ
て
い
る
身
分
、
地
位
、
状
態
、
と

い
っ
た
こ
と
を
基
本
的
意
味
と
し
、

⑥
仏
教
語
と
し
て
は
、
仏
の
教
え
に
触
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
発
動
す
る
能
力
、
機
根
、
⑦
禅
語
と
し
て
は
、
師
家
が
行
者
を
導
く
方
法
、

(
17
)

し

か

け

、
機

関

、

機

鋒

、

作

略

(
11
禅
機
)
、

⑧

心

の
は

た

ら

き

、

霊
機

(霊
妙

な
る
機
用
、
機
転
)
、

玄

機

と

い
う

意

味

が

あ

る
。

(
18
)

正
三
の
用

い
る

「機
」
は
、

一
般
に
⑦
の

「禅
機
」
の
意
味
で
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
す
で
に
み
て
き
た
事
例
か
ら
も
、
そ
れ

だ
け
で
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

「禅
機
」
と
い
う
の
は
具
体
的
に
は

「打
棒
」
や

「喝
」
な
ど

の
坐
禅
修
行
上
の
悟
り
を
導
く
契
機
、
機
関
を
指
す
語
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
使
う
も
の
、
働
か
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
正
三
の

「
二
王
の

機
」

や

「勇
猛
精
進

の
機
」
の
よ
う
に

「移
す
」
「受

け
る
」
「養
う
」
と

い
う
も

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
正
三
の

「機
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
特
色
と
用
例
、
す
な
わ
ち
機

の
修
行
論
の
具
体
相
を
整
理
し
て
、
そ
こ
か
ら
正
三
の

「…機
」
の
意
味

に

つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
き
た

い
。

正
三
の

「機
」
を
そ
の
用
例
か
ら
整
理
す
る
と
、
以
下
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第

】
は
、
特
に
初
心
の
修
行
者

に
対
し
て
言
わ
れ
る

「…機
を
抜
か
さ
な
い
」
「機
を
減
ら
さ
な
い
」
「機
を
強
く
用
い
る
」
と
い
う
表
現
。
第
二
は
、
「機
を
修
し
出
す
」

「機
を
養
う
」
「機
が

熟
す

る
」
と

い
う
表
現
。
第
三
は
、
「気

(機
)
を
移
す
」
「機

(気
)
を
受
け
る
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

第

一
の

「機
を
抜
か
さ
な
い
」
「機
を
減
ら
さ
な
い
」
「機
を
強
く
用

い
る
」
と
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
切
ノ
煩
悩

ハ
、
機
ノ
抜
タ
ル
処
ヨ
リ
起
ル
也
。
只
強
ク
眼
ヲ
著
テ
、
十
二
時
中
、
万
事

ノ
上
二
機
ヲ
抜
サ
ズ

、
急
度
張
懸

テ
守
リ
、
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六
賊
煩
悩
ヲ
退
治
ス
ベ
シ

(
一
三
九
頁
)

故
二
抜
ガ
ラ
坐
禅

ヲ
作
、
ア
ッ
カ
忘
然
ト
成
テ
、
物
ヲ
思
ワ
ザ
ル
処

ヲ
、
無
念
無
心
ト
思
フ
人
ア
リ
。
是
大
ナ
ル
錯
也
。
如
是
用
ル

者
ハ
、
機

ヘ
リ
テ
病
者
ト
成
、
気
違
ト
成
也
。
(
一
六
〇
頁
)

機
ヲ
強
ク
用
テ
、
己
レ
ガ
心
ヲ
睨
付
テ
守
ル
ベ
シ

(
一
四
〇
頁
)

こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「機
」
と
い
う
も
の
は
、
基
本
的
に
誰
も
が
す
で
に
持

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
強
く
用
い
る
状
態
、

弱
く
用

い
る
状
態
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

「機
」
を
弱
く
用
い
る

(機
を
抜
か
す
)
こ
と
か
ら
、

一
切
の
煩
悩
が

(
19

)

(
20

)

現
れ
る
。
普
通

の
人
の
多
く
は

「物

に
負
て
沈
心
」
(六
六
頁
)
の
機

の
位
、
す
な
わ
ち

「娑
婆

二
心
ヲ
抜
シ
テ
沈

ミ
居
」
(
一
四
六
頁
)

「総
ジ
テ
人
少
機

ニ
シ
テ
、
少
ノ
事
ヲ
苦

ニ
シ
、
機
滞
リ
病
ト
成
リ
、
機
違
ト
成
」
(二
一
二
頁
)
と
い
う
状
態
に
あ
り
、
諸
事
苦
悩
す
る

(
21
)

こ

と

に
な

る

。
修

行

が
進

ん

で
、

「機

の
位

」

が
変

わ

る
と

、

「
機

」

が
活

き

活

き

と

力

強

く

働

い

て
、

自

在

に
使

わ

れ

る

よ
う

に
な

る

の

で
あ

る
と

い
う

。

随

っ
て
、

「
機

」

を

へ
ら

し

た

り

、
抜

か

す

こ

と

は

非

と

さ

れ

る

こ

と

、
機

が
減

っ
た

り

、
滞

っ
た

り

す

る

と

身

体

的

に
病

気

に
な

っ
た

り

、

心

的

に
病

気

(機
違

い
)

に

な

っ
た

り

す

る

こ

と

、
修

行

の
た

め

に
も

、

日

常

生

活

の

た

め

に
も

何

の
た

め

に
も

「
機

」

を

減

ら

し

て
は

な

ら

な

い
の

で
あ

る

と

い
う

こ

と

が

言

わ

れ

る
。

そ

れ

ゆ
え

に
、

修

行

に

は
、

「
機

」

を

強

く

用

い

る

べ
き

、

と

い
う

こ

と

が
主

張

さ

れ

る
。

(
22
)

そ
し
て
、
そ
の

「強
い
機
」
の
具
体
的
な
も
の
と
し
て
、
「憂
機
」、
「死
機
」、
「勇
猛
ノ
機
」
と

い
う
も
の
が
勧
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

「機
」
は
強
く
用

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

我

モ
若
キ
時
ヨ
リ
、
モ
ロ
ヒ
機

ハ
有
ケ
ル
ガ
、
死
機

ハ
遙
力
後

ニ
ゾ
移
レ
リ

(
一
四
九
頁
)

つ
ま
り
、
「機
」
は
修
行
の
目
的
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
仏
道
修
行
の
際
に
使
う
も

の
、
必
要
な
も

の
で
あ
り
、
修
行
を
行
う
際
の
前

提

と
な
る
基
礎
体
力
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
修
行

の
プ
ロ
セ
ス
に
随

っ
て
強
く
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の

「機
」
の
行
の

「仏
道
修
行
」
と
し
て
の
方
向
付
け
は

「志

・
真
実

・
義
」
と
さ
れ
る
。
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専
ら
願
力
強
く
し
て
、
志
を
す

・
め
て
真
実
を
発
し
、
義
を
正
し
く
守
る
べ
し
。
先
志
と
云
は
、
菩
提
を
催
本
也
。
真
実
と
云
は
菩

提
心

の
決
定
な
り
。
義
と
云
は
煩
悩
を
裁
断
す
る
の
剣
也
。
(中
略
)
仏
道
修
行
す
る
人
も
、
三
つ
の
相
応
な

く
し
て
、
出
離
す
る

事
難
叶

(八
二
頁
)

先
法

ニ
ス
ク
ガ
志
シ
也
。
真
実
ト
云

ハ
、
腹
立
タ
ル
時

ノ
機
ノ
位
也
。
義

ハ
宜
キ

ニ
随

フ
ト
云
テ
能
成
ガ
義

也
。
(中
略
)
此
三

ツ

融
通
シ
テ
勇
猛
精
進
ト
成
、
切
二
急

二
一
大
事
因
縁
ノ
心
ト
成
也

(二
三
七
頁
)

「
志
」
と
は
、
仏
法
に
心
を
向
け
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
菩
提
を
催
す
元
で
あ
る
。
「真
実
」
と
は
、
機
が
生
き
生
き
と
活
性
化
す
る

こ
と
で
あ
り
、
之
に
よ

っ
て
菩
提
心

(悟
り
を
求
め
る
心
)
が
定
ま
る
。
「義
」
と
は
、
具
体
的
な

=

の
行
為

の
上

で
、
煩
悩
を
断
じ
て

宜

し
き
に
叶
う
行
為
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
正
三
に
お
い
て
は
、
志

・
真
実

・
義

の
三
つ
に
よ
る
方
向
付
け
を
伴

っ
て
、
機
を
減
ら
さ
ず
、
強
く
用

い
る
の
が
、
初
心
者
向
け
仏
道
修
行
の
基
本
形
と
な
る
。

次
に
、
正
三
の

「機
」
の
用
例

の
特
色

の
第
二
と
し
て
、
「修
し
出
す
」
「養
う
」
「熟
す
る
」
と

い
う
表
現
に
注

目
し
て
み
よ
う
。
す

で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
人
が
も
と
も
と
持

っ
て
い
る

「機
」
で
あ
る
が
、
修
行
し
な
け
れ
ば

「弱
く
、
モ
ロ
イ
」
も
の
で
あ
る
。
し
た

が

っ
て

「機
を
強
く
」
す
る
べ
き
と
い
う

の
が
、
初
心
者
向
け
の
修
行
で
あ

っ
て
、
機
を
強
く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
の

(
23
)

が
、

次

の
段

階

と

な

る
。

そ

の

た

め

に

は
、

「機

(気
)
」

を

「
修

し
出

し
」
、

「
養

う

」

の
で
あ

る

と

い
う

の
が

そ

れ

に
対

す

る
答

え

で
あ

る
。

ロ
バ
柔

和

二
成

リ

、
殊

勝

二
成

リ
、

無

欲

二
成

リ
、

人

能

ク

ハ
ナ

レ
ド

モ
、

怨

霊

ト

成

ル
様

ノ
…機

ヲ
修

シ
出

ス
人

無

シ

(
一
三
八
頁
)

亦

日
、

其
様

二
心

変

ズ

ル
物

ナ

ル
間

、

少

々

二
気

ヲ
養

ハ
ズ

ン
バ
叶

フ

ベ
カ

ラ
ズ

。
強

ク
守

リ

、

固

ク
修

シ

テ
、

何

タ

ル
事

ニ
モ
苦

マ
ズ

、
何

ト

モ
ナ

キ

ャ
ウ

ニ
ス

ベ

シ

(
一
五

二
頁
)

こ

の
よ

う

に
、

機

と

い
う

も

の
は
、

修

行

に

よ

っ
て

「
修

し

だ

す

」

も

の

で
あ

り

、

そ

の
こ

と

を

「
気

を

養

う

」

と

も

言

う

。

ま

た

、

気

を
養

う

こ
と

を
続

け

る

と
、

修

行

が
進

む

に
随

っ
て
、

「
機

(気
)
」

が
次

第

に

「
熟

し

て
く

る
」

と

い
う

。
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是
を
恐
、
是
を
な
げ
き
て
、

一
大
事

の
こ

・
ろ
ざ
し
を
は
げ
ま
し
、
万
念
を
放
下
し
て
、
所
作
所
為

の
上
に
就

て
、
切
に
急
に
真
実

勇
猛
の
念
仏
を
以
、
自
己
の
真
仏
を
信
仰
せ
ば
気
の
熟
す
る
に
随
て
、
自
然
に
誠
の
心
至
極
し
て
、
終
に
信
得
し
、
究
時
、
不
覚
無

我
、
無
人
、
無
住
所
の
境
に
入
て
、
自
己
の
真
仏
顕
然
た
る
べ
し

(七

一
頁
)

そ
し
て
、
正
三
自
身

の
経
験
に
よ
れ
ば
、
「機

(気
)」
が
熟
し
て
く
る
と
、
初
期
段
階
の
弓
を
引
き
絞

っ
た
よ
う
な
、
痴
馬
が
駆
け
出

さ
ん
と
す
る
の
を
手
綱
を
引
き
絞

っ
て
押
し
と
ど
め
て
い
る
よ
う
な
、
「
は
ず
ん
だ
…機
」
の
状
態

に
な
り
、
さ
ら
に
、
緊
張
が
ゆ
る
ん
だ

わ
け
で
は
な
い
が
少
し
大
人
し
い
状
態
に
な

っ
て
ゆ
く
と
い
う
。
こ
れ
が

「熟
し
た
機
の
位
」
で
あ
り
、
二
王
、
不
動

の
心
か
ら
菩
薩
、

如
来
の
心

へ
と
進
ん
で
い
く
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
日
語
テ
日
、
我
…機
、
去
年
ノ
春
ノ
比
迄

ハ
、
強
キ
弓
ヲ
張
立
タ
如
ク
、
亦
カ
ン
ヨ
キ
馬
ノ
翅
出
ス
ヲ
、
急
度
引
詰
テ
居
ル
ヤ
ウ
ニ
、

機

ハ
ヅ
ミ
居
ケ
ル
也
、
今
年

ハ
少
シ
機
ノ
位
ヒ
、
ヲ
ト
ナ
シ
ク
覚

ユ
、
ダ
ル
ム
ベ
キ
子
細
ナ
シ
。
少
シ
熟
シ
タ
ル
カ
ト
思
フ
也

(
一

五

一
頁
)

師
答
日
、
二
王

ハ
ロ
ハ
一
方
向

二
用
タ
心
ノ
位
也
。
十
二
神

ハ
、
夫

ヨ
リ
オ
ト
ナ
シ
シ
、
少
シ
熟
シ
タ
ル
心
ノ
位
也
。
菩
薩
像
如
来
像

ノ
段
々
ハ
、
次
第

二
熟
シ
テ
、
心
ノ
使

ハ
ル

・
位
也

(
一
八
二
頁
)

こ
の
よ
う
に
、
正
三
の
修
行
論
は

「機

(気
)」
を
錬
磨
し
、
「養

っ
て
、
熟
さ
せ
る
」
修
行
で
あ
る
と

い
え
る
で
あ

ろ
う
。
途
中
か
ら
正

三
自
身
が

「機
」
を

「気
」
と
言

い
換
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
熟
す
る
と
、
膀
下
丹
田
よ
り
、
気
が
胸
に
の
ぼ

り
、
気
が
弾
む
、
と
い
う
状
態
に
な
り
、
そ
し
て

=

大
事
」
に
至
り
、
自
然
に
誠
の
心
が
純
熟
し
て
常
住
工
夫

・
信
心

・
堅
固
万
事
と

工
夫
と

一
枚
に
な
る
の
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
、
「気
」
を
練
り
鍛
え
る
こ
の
行
を
行
う
と
、
病
も
無
く
な
り
、
む
し
ろ
身
体
が
若

々
し
く
な

っ
て
ゆ
く
と
い
う
以
下
の
よ
う

(
24
)

な
記
述
を
み
る
と
、
正
三
の
そ
れ
は
、
禅
仏
教
の
修
行
論
と
い
う
よ
り
は
、
修
験
道

・
道
教
な
ど
で
重
視
さ
れ
る

「錬
気
」

の
修
行
の
影

響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。



去

暁

衆

二
語

テ

日

、

不
断

ニ

ハ
無

ガ
、

時

々
死

機

セ

マ
リ

テ
切
也

。
亦

暁

ゴ

ト

ニ
、

時

定

リ

テ
、

大

事

、

ホ
ゾ

ノ
下

ヨ
リ

起

リ

、

胸

二
主貝
塞

一ア
、

功

ヲ
積

バ
業

障

尽

、

中
々
心
安
ク
息
ヲ
ツ
カ
ル

・
ヤ
ウ
ナ
事

二
非
ズ

病

モ

ヌ
ケ
、

寿

モ
延

、

心

ノ
苦

モ
休

、

ケ
ル
ガ
、
此
比
ハ
機
軽
ク
、
体
迄
若
ヤ
ギ
テ
見

ユ
ル
ト
云
。
師
聞
日
、

(
一
五
四
頁

)

臨

終

モ
正
念

ナ

ル

ベ
シ

。

中

々
サ

ナ

ク

テ

ハ
、

因

二
去
者
日
、
何
某
殿
、
修
行
精

二
入
ラ
レ

是
非
ヲ
思

フ
念
薄

ク
成
、
童

二
成
ホ
ド
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二
若
ク
見
ユ
ベ
シ
。
我

モ
七
十

二
余
レ
ド
モ
、
機

マ
ダ
十
八
九
ニ
テ
居
ル
也

(
一
六
四
頁
)

勿
論
、
中
国
で
成
立
し
た
禅
仏
教
が
、
道
教
的

「錬
気
」
の
修
行
理
論

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

(
25
)

い
る
と

こ

ろ

で
あ

る
。

随

っ
て
、

正

三

が

機

(気
)

に
着

目

し

て

い

る

が

ゆ
え

に
、

正

三

が
禅

の
立

場

で

は

な

い
、

と

い
う

こ

と

に
は

直

ち

に
は

な

ら

な

い
。

し

か

し

な

が

ら

、

一
般

に
は

、

禅

宗

の
修

行

論

で

は
、

「気

」

を
養

う

こ
と

が

修

行

で
あ

る

、

と

ま

で

は

表

立

っ
て

(
26
)

語
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
う
し
た
立
場
と
比
べ
る
と
、
正
三
の
立
場
が
、
よ
り

「機

(気
)」
と

い
う
こ
と
を
重
視

し
、
中
心
的
問
題
と

し
た
修
行
論
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
理
論
は
、
正
三
の
場
合
、
修
験
道

の
影
響
に
よ

っ
て
編
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体

(
27
)

(
28
)

的

に
は
、
正
三
が
、
吉
野
、
熊
野

へ
参
詣
し
、
強

い
感
銘
を
受
け
、
「捨
身
の
修
行
」
「二
王
」
を
見
出
し
た
と

い
う
記
事
が
あ
る
。

　
　

此
前
吉
野

ニ
テ
、
大
峯
懇
出
ノ
山
伏
、
大
太
刀
ヲ
十
文
字

ニ
ハ
キ
、
金
剛
杖

ヲ
撞
、
大
童

二
成
テ
通
ル
ヲ
見
テ
、
扱
モ
役
ノ
行
者

ハ
、

デ
カ
イ
修
行
者
デ
在
タ
ヨ
ト
、
ヒ
シ
ト
機

二
移
リ
、
誠

二
捨
身
ノ
修
行
如
是
ナ
ラ
デ
ハ
ト
思
ヒ
付
テ
ヨ
リ
、
二
王
ヲ
見
出
ス
也

(
一

八
六
頁
)

又
、
も
と
も
と
、
正
三
の
先
祖
、
三
河
の
鈴
木

一
族
の
宗
祖
と
さ
れ
る
鈴
木
善
阿
弥
は
、
紀
州
熊
野
の
穂
積
氏

の
出
身
で
あ
る
。
善
阿
弥

を
祖
と
す
る
鈴
木
氏
は
加
茂
郡
に
広
く
繁
栄
し
た
。
正
三
の
育

っ
た
三
河
足
助
町
内

に
は
、
熊
野
の
神
官
で
あ
る
と
す
る
宇
井
姓
や
榎
本

姓
が
多
く
あ
り
、
熊
野
神
社
、
熊
野
権
現
を
合
祀
す
る
神
社
が
多
い
。
正
三
の
生
家
で
あ
る
則
定

の
屋
敷

の
裏
手
に
も
、
熊
野
権
現
を
祀

(
29

)

っ
た
祠
が
あ
る
。
こ
う
し
た
幼
少
期

の
環
境
が
、
正
三
の
思
想
形
成
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
事
は
想
像
に
難
く
な

い
。

209
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次
に
、
正
三
の

「機
」
の
特
色
の
第
三
、
「気

(機
)
を
移
す
」
「機

(気
)
を
受
け
る
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

去
暁
衆

二
向
テ
日
、
傍

二
居
レ
バ
機
移
ル
物
也
。
何
レ
モ
機
移
ル
ヤ
。
機
移
ル
ト
云

ハ
、
勇
猛
ノ
機

一
ツ
也
。
何
ト
ニ
王
不
動
ノ
像

ヲ
見
テ
モ
…機
移
ラ
ザ
ル
ヤ
、
定
テ
推
量

ニ
ハ
見
知
得
、
移
度
ト
思
心

ハ
有
ン
ズ
ト
也

(
一
七
〇
～
一
頁
)

二
王
不
動
ノ
大
堅
固
ノ
機
ヲ
受
テ
修
ス
ル
事

一
ツ
也
。
(中
略
)
仏
像
ノ
機
ヲ
受
ル
ト
云
事

ヲ
能
可
知
。
(
;

元

頁
)

す

で
に
見
て
き
た

「仏
像
を
手
本
に
し
て
仏
心
の
機
の
位
を
受
け
る
」
が
も

っ
と
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
正
三
に
お
い
て
は
、
機

は
単
に
修
行
者
の
内
部
で
養
わ
れ
る
の
み
で
な
く
、
外
の
人
や
物
か
ら
移
し
た
り
、
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
良

い

「機
の
位
」
を
手
本
と
し
て
、
そ
れ
を
受
け
取
る
よ
う
に
す
る
の
が
、
機

の
修
行

の
効
果
的
な
方
法
の

一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
外
の
機
と

し
て
は
、
さ
ら
に
、
四
季
の
気

(機
)
や
山
河
草
木
珍
石
、
霊
仏
霊
社

(寺
社
仏
閣
霊
地
霊
跡
)
な
ど
の
機
と
い
う
も

の
も
移
る
も
の
で
あ

り
、
又

「不
浄
」
「無
常
」
も
機
で
あ

っ
て
、
移
る
は
ず

の
も

の
で
あ
る
と

い
う
。

強
ク
練
鍛
テ
、
心
サ
ヱ
磨
レ
バ
、
四
時
ノ
機
モ
、
不
浄
モ
、
無
常
モ
移
ル
物
ナ
レ
ド
モ
、
皆
機
ガ
ウ
イ
テ
、
走

ル
程

二
移
ル
ベ
キ
様

ナ
シ
。
シ
ツ
カ
ト
シ
タ
機
無
シ
テ
修
行
成
難
シ
ト
也

(
一
五
七
頁
)

去
れ
ば
国
国
を
廻
り
、
山
山
を
越
、
浦
浦
を
つ
た
い
、
大
河
小
河
を
渡
り
、
心
を
清
め
、
霊
仏
霊
社
に
参
詣
し

て
信
心
を
発
し
、
劉

性
清
浄

の
気
を
う
け
て
自
己
清
浄
と
な
し
、
山
川
草
木
珍
石
に
向
て
も
、
彼
れ
が
清
浄

の
気
を
う
け
て
自
己
を
清
め

(中
略
)
専
清

浄

の
気
を
移
す
べ
き
修
行
也

(七
七
頁
)

こ
こ
に
み
ら
れ
る
四
季
の
機
や
山
川
草
木

の
機
を
受
け
る
と
い
う
方
法
は
、
す
で
に
述
べ
た

「修
し
だ
す
」
「養
う

」
と
い
う
形
で
得
る

も

の
を

「内
か
ら
我
に
授
け
る
」
と
す
る
な
ら
ば
、
「外

の
機

(気
)
を
修
行
者
に
授
け
る
、
あ
る
い
は
、
外
に
あ

る
機

(気
)
を
修
行
者

が
受
け
る
」
修
行
で
あ
る
と
、
正
三
は
規
定
し
て
い
る
。

一
日
去
長
老
来
云
、
某
シ
此
比
坐
禅
ノ
時
、
只
今
死
ス
ー

ト
云
気
、
少
シ
ノ
間
起
ル
也
。
是
ハ
気
ノ
ヘ
リ
タ
ル
儀
ナ
ル
ベ
シ
ヤ
。

師

聞

日

、
夫

ハ
内

ヨ

リ
我

二
授

ク

ル
也

。

第

一
能
事

也

。

此
機

起

ラ
ザ

ル
者

ハ
、

外

ヨ

リ
授

ク

ル
事

也

(
一
四
三
頁
)
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こ
う
し
て
み
る
と
、
正
三
の
い
う

「機
」
が
、
個
々
の
身
体
を
こ
え
、
天
地
自
然
に
働
く

「気
」
と

い
う
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
み
て
、

天
地

・
万
物

・
身
体
に
満
々
た
る

「気
」
を
前
提
と
す
る
修
行
論
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
み
る
正
三
の
修
行
に
お
い
て
、
諸
国
を
遍
歴
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
禅
宗
の
修
行
者
が
お
こ
な
う

「
行
脚
」
や

「乞
食

・

托
鉢

」
と
も
通
じ
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
正
三
の
場
合
は
行
脚

・
乞
食

・
托
鉢
と
は
目
的
を
こ
と
に
す
る
。

禅
僧

の

「行
脚
」
と
は
、
参
禅
問
法
を
目
的
と
し
、
広
く
諸
方
に
師
を
求
め
て
め
ぐ
り
あ
る
く
こ
と
で
あ
り
、
「托
鉢

・
乞
食
」
は
、
食

(
30
)

べ
物

を
乞
う
こ
と
に
よ
り
、
法
施
を
行
う
と
い
う
布
施
行
を
目
的
と
す
る
行
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
正
三
の
場
合

、
廻
国
行
脚
の
修

行
に
よ

っ
て
、
山
河
草
木
、
霊
仏
霊
社
か
ら

「清
浄

の
気

(機
)
を
受
け
る
」
こ
と
が
目
的
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
然
や
神
仏

の
霊

妙
な
る
働
き
を

「気
」
と
し
、
そ
の
気
を
受
け
る
事
を
め
ざ
す
そ
の
修
行
論
か
ら
は
、
む
し
ろ
山
岳
信
仰
、
修
験
道

や
遊
行
廻
国
の
聖
仏

(
31
)

教

の
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以

上
三
点
か
ら
正
三
の

「機

(気
)」
の
特
色
を
検
討
し
て
き
た
が
、
要
す
る
に
正
三
の

「機

(気
)」
は
単
に

「気
合
」
や

「心
の
は

た
ら
き
」
や

「禅
機
」
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
積
極
的
に
、
天
地
に
満
ち
、
我
ら
の
身
心
に
働
く
、
「行
」

の
基
礎
体
力
と
も

い

う
べ
き

「気
」
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
正
三
は

「常

二
禅
定

二
住
シ
習
フ
ベ
シ
ト
言
ハ
、
常
住
機

ヲ
抜
サ
ヌ
事
也
」

(二
七

一
頁
)
と
も

い
う
よ
う
に
、
「禅
定
」

の
極
意
は

「機
を
抜
か
さ
ぬ
こ
と
」
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
正
三
の
修
行
論
は
、
こ
の

「機

(気
)」
を
養
う
こ
と
に
こ
そ
主
眼
を
置
く

「機

(気
)」
の
修
行
論
な
の
で
あ
る
。

四

結

論

以
上
見

て
き
た
よ
う
に
、
正
三
の

「
二
王
禅
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
修
行
論

の
基
本
に
あ
る
に
あ
る
の
は

「機

(気
)」
と

い
う
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
正
三
の
場
合
、
「機
」
を
練
り
鍛
え
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
「坐
禅
」
と

い
う
修
行
方
法

に
と
ら
わ
れ
ず
、
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(
32
)

念

仏
、
陀
羅
尼
、
謂
経
、
礼
拝
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
法
を
可
と
す
る
立
場
を
成
立
さ
せ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
普
通

に
は
、

い
わ
ゆ
る
仏

道
修
行
と
み
な
さ
れ
な

い
よ
う
な
、
世
俗
の
活
動
、
小
唄
、
謡
、
喫
茶
、
普
請
、
す
な
ど
り
、
広
間
番
、
耕
作
、
商

い
す
ら
も
、
こ
の
意

(
33
)

味

で
、
仏
道
修
行
に
な
し
う
る
と

い
う
、
正
三

の
世
法
即
仏
法

の
修
行
論
も
可
能
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「機
の
修
行
論
」

で
あ
る
こ
と
は
、
か
ね
て
正
三
の
修
行
論
の
特
色
と
み
な
さ
れ
て
き
た

「
二
王
禅
」
も

「念
仏
禅
」
も

「奉
公
即
仏
行
」
を
も
包
摂
し
、

根
底
か
ら
規
定
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
表
明
し
た
立
場
は
、
「禅
」
の
立
場
と
ど
う
関
連
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

(
34
)

正
三
に
は

「禅
門
」
と
く
に
曹
洞
宗
に
対
し
て
好
意
的
発
言
が
見
ら
れ
、
自
ら
の
修
行
論
を

「
二
王
坐
禅
」
と
呼

ん
で
い
る
こ
と
か
ら

み
て
、
仏
教
諸
宗
派

の
中
で
は

「禅
宗
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
親
近
感
を
持

っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
正
三
の
考

え

る
仏
法
と
は
、
「心
ノ
開
ル
事
」
「身
心

ヲ
修

シ
尽
ス
事
」
「万
事

二
使

フ
事
」
(
一
五
六
、

一
四
二
、
二
七
二
頁
)
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を

「
行
じ
う
る
こ
と
」
が
最
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
仏
法
に
つ
い
て
頭
で
理
解
す
る
学
解
や
理
致
は
、
も

っ
と
も
危
険
な
陥
穽
で
あ

(
35
)

る
と
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「禅
法
」
が
好
ま
し

い
と
さ
れ
る
の
は
、
少
な
く
と
も
ほ
か
の
教
宗
と
比
べ
れ
ば

「道
理
に
お
ち

(
36
)

る
」
危
険
が
少
な

い
か
ら
で
あ
り
、
使
い
方
が
悪
け
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
正
し
い
方
法

で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「禅
宗
」
や

「
禅
法
」
を
絶
対
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
坐
禅
や
禅
定
と
い
う

「行
」
に
つ
い
て
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
「坐
禅

の
機
」
は

「勇
猛
精
進
の
機
」
と
と
も
に
好
ま
し
い
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
、
正
三
の
修
行
論
に
と

っ
て
必
須
の
も
の
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
正
三
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
の
は
、
む
し
ろ

「勇
猛
精
進

の
機
」
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
正
三
の
修
行

論
は

「禅
定
三
昧
」
を
目
指
す
も
の
と
い
う
よ
り
も

「精
進
三
昧
」
の
傾
向
が
強
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
修
行
論
の

立
場
か
ら
見
た
場
合
、
正
三
を
い
わ
ゆ
る

「坐
禅
宗
」
の
僧
、
す
な
わ
ち

「禅
僧
」
で
あ
る
と

い
う
の
は
、
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
と

い
う
面
も
み
え
て
く
る
。

そ
れ
で
は
、
正
三
の
立
場
は
い
か
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
修
行
に
お
い
て

「気
」
を
養
う
11

「練
気
」
を
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用

い
る
の
は
、
中
国
以
来
の
生
命
論
、
身
体
論
、
修
行
論
に
通
じ
る
発
想
で
あ
る
。
又
、
廻
国
遊
行
し
て
、
山
河
草
木

の

「霊
気
」
を
受

け
る
修
行
と
は
、
わ
が
国
古
来
の
聖
仏
教
や
山
岳
信
仰
、
修
験
道
に
通
じ
る
修
行
論
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う

し
た
点
か
ら
み
る
と
、

正
三

の
修
行
論
の
立
場
は
、
中
国
以
来

の

「気
」
の
理
論

の
系
譜
を
引
く
、
わ
が
国
古
来

の
庶
民
仏
教
、
聖

(ひ
じ
り
)
仏
教

の
系
譜
を

(
37
)

ひ
く
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
来
重

の
定
義
に
よ
れ
ば

「聖
」
と
は
、
呪
術
を
身
に

つ
け
る
た
め
の

「山

林
修
行

(隠
遁
)」、
身
の
稼
れ
を
は
ら
う
た
め
の

「苦
行
」
、
死
後

の
霊
魂
の
永
遠

の
旅
路
を
生
前

に
果
た
す
と
い
う
意
味
で
の

「巡
礼

(廻
国
遊
行
)」、
隠
遁
や
苦
行
に
よ

っ
て
身
に
着
け
た
呪
力

に
よ
る

「治
病

・
鎮
魂
」
活
動
、
隠
遁
と
苦
行

の
時
期
以
外
は
、
妻
帯
や
生

産
な
ど
の
世
俗
生
活
を
行
う
と
い
う

「世
俗
性
」、
寺
や
仏
像
を

つ
く
る
た
め
の

「勧
進
」、
勧
進
の
手
段
と
し
て
説
教

や
祭
文
な
ど
の
語

り
物
、
踊
り
念
仏
や
狂
言
な
ど
の

「唱
導
」
と
い
う
活
動
を
行
う
と
い
う
特
色
が
あ
る
と

い
う
。
正
三
が

「聖
」
系

の
仏
教
者
で
あ
る
と

(
38
)

み
る
な
ら
ば
、
彼
が
小
唄
や
謡
の
よ
う
な
諸
芸
を
重
視
し
、
諸
芸
日
用
に
自
由
に
仏
法
が
用
い
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
発
想
を
す

(
39
)

(
40

)

る
ゆ
え
ん
も
、
禅
と
と
も
に
念
仏
を
用
い
る
理
由
も
、
衆
生
済
度
の
弔
、
す
な
わ
ち
施
餓
鬼
や
悪
霊
鎮
撫
の
鎮
魂
活
動
を
熱
心
に
行
う
所

(
41

)

以
も
、
仮
名
草
子
を
執
筆
し
た
所
以
も
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
る
と
、
わ
が
国

の
禅
仏
教
を
、
応

・
(
42

)

灯

・
関
の
臨
済
禅
や
、
道
元
禅
を
中
心
に
見
た
場
合
、
異
端
的
な
も
の
、
系
譜
不
詳
の
も
の
と
見
ら
れ
、
時
に
は

「邪
禅
」
と
し
て
批
判

さ
れ
て
き
た
正
三
の

「二
王
禅
」
も
、
わ
が
国
仏
教
思
想
史
上
の
存
在
と
し
て
再
認
識
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

付
記

鈴

木
正

三
よ
り

の
引

用
は
、

『鈴
木

正
三
道

人
全

集
』

(
以

下

『全
集
』
と
す

る
)
(山
喜

房
仏
書
林

、
第

八
版

一
九

八
八
年
)
よ
り

行

い
、
本
文
中
に

ペ
ー
ジ
数

の
み
記
載

し
た
。
尚

、
訓
点
と

ル
ビ

は
省

略
し
た
。

註(
1
)

正
三

の
禅

に
つ
い
て

「
二
王
禅
」
と

「仁

王
禅

」
双
方

の
表

記

方
法
が
存
在
す
る
が
、
正
三
自
身

が

「
二
王
」

と
す
る
場
合

が
多

い
こ
と
か
ら
、
本
論
中

で
は
、
原
則
と
し

て

「
二
王
禅
」

と

い
う

表
記

に
統

一
す
る
こ
と
と
し
た
。

(
2
)

明
治
以
降

に
お
け
る
研
究
で
は
、
鈴
木
大
拙

「武

人
禅
」

(
『霊
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性
的

日
本

の
建

設
』
大
東

出

版
、

一
九

四
六
年

)
、
古

田
紹
欽

「鈴

木
正

三

の
禅
」
(
『禅

論
』
金
尾
文
淵

堂
、

一
九
四
七
年

)
、

服
部

太
宗

『
二
王
禅
』

(
一
誠
社
、

一
九

六

五
年
)
、
秋
月

龍

眠

「
二
王
坐
禅

と
在
家
仏
法

・
正

三
道

人

『騙
鞍
橋
』
」

(
『
日
本

の

仏
教

第

十

二
巻
禅

門

の
異
流
』
筑
摩
書

房
、

一
九
六
七
年

)
、

大
森
曹
玄

「必
死
三
昧
-

平
山
子
竜
と
二
王
禅
」
(
『剣
と
禅
』

一
九

七
三
年

)
な
ど
が
あ

る
。

(
3
)

正
三

の
奉

公
即
修
行
論

に

つ
い
て
の
研
究

に
は
、
中
村
元

「鈴

木
正
三

の
宗
教
改
革
的
精
神
」

(
『近
世
日
本

に
お
け
る
批
判
的
精

神

の

一
考
察
』

一
九
四
九
年
)
、
今
井
淳

「鈴
木

正
三

の
世
法

即

仏
法
論
」

(
『倫
理
学

年
報
』
第
三
集
、

一
九

五
四
年
)
、
柏
原
祐

泉

「鈴
木

正
三

の
庶
民
教
化
」

(
『大
谷
学
報
』
第
四
九
-

二
、

一

九
六
九
年

)
な
ど

が
あ

る
。

(
4
)

念
仏
禅

の
研
究

は
、
藤
吉
慈
海

「
鈴
木
正
三

の
禅
」
(
『鈴
木

正

三

の
禅
』
禅
文
化
研
究
所
、

一
九
八
四
年
所
収
)
が
あ
る
。

(
5
)

「
戦
場

を
か
け
め
ぐ

っ
た
三
河
武
士

の
本
領
が
仏
法

の
上
に
あ

ら
わ
れ

て
い
る
」

(前
掲
注

(
4
)
、
藤
吉
論
文
、

一
九
頁
)
な
ど
。

(
6
)

こ

の
ほ
か
に
も

「ロ
ハ常
住
ネ

ヂ
マ
ワ
シ
テ
居

ル
機

一
ツ
ヲ
用

ヒ

得

ル
計

リ
也

、
我
法

ハ
ラ
ツ

ハ
仏
法

ト
也
」

(
一
六

八
頁
)
と

い

う

「
ら

つ
は
仏
法
」

や

「狙
波

ノ
中

二
用

ル
坐
禅

ヲ
仕

習

ハ
デ
不

叶

」
(
一
七

一
頁
)
と

い
う

「狙
波
坐
禅
」
、
果
眼
座
禅

(
二
七
二
、

一
七
七
頁
)

な
ど
と
も
言

い
換
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
正
三
に
特
徴

的

な
修
行
論

へ
の
言
及
が
存
在
す
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば

、
こ
こ

で
論

じ
ら

れ
て

い
る
内
容
を
出

て
は

い
な

い
と
見

ら
れ
る
の
で
、

本
論

で
は
、

二
王
禅
を
基
点

と
し
て
正
三
の
修
行
論

の
特
色
を
検

討
す

る
。

(
7
)

『修
行

ノ
念
願
』
は
、
慶
安

五
年
著

さ
れ
た
。

(
『石
平
道
人
行

業
記
』
、

『全
集
』
五
頁
)

(
8
)

「
金
剛
」
と
は
、
金
剛

力
士

の
こ
と
で
あ

る
。
大
力
あ

る
金
剛

神

で
あ
り
、

二
王
と
同
じ
と
も

い
う

。
金
剛
杵
を
持

っ
て
仏
法
を

守
護
す
る
。
「
十
二
神
」
と
は
、
十

二
神
将

の
こ
と
。

『薬
師
本
願

経
』

に
は
、
十
二
薬
叉
大

将
各

七
千

の
春
属
を
率

い
て
説
教

の
場

に
会

す
る
と
あ

る
。

「十
六
善
神

」
と
は
、
十
六
大
薬

叉
将

と
も

い

い
、
『般
若
経
』

と
そ

の
受
持
者

を
守
護
す

る
神

々
で
七
千

の

春
属
を
従
え

る
。
十
二
神

将
に
四
天
王
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。

「八
金
剛
」
と
は
、
八
大
明
王
と
も
言

い
、
不
動
明
王

の
春
属

で

あ

る
。
「
四
天
王
」
と
は
、
持
国

天
、
増
長
天
、
広

目
天
、
多

聞

天

の
四
。
顕
教

で
は
、
帝
釈
天

の
外
臣

と
し
て
四
洲
を
守
護
す

る

神

で
あ
り
、
密

教

で
は
、
曼
茶
羅

の
四
門

に
配

さ
れ
る
。
「
五
大

尊
」
と
は
、
五
大
明
王

の
こ
と
。
五
大

葱
怒
と
も

い
う
。
胎
蔵
界

曼
茶
羅

の
持
明
院

の
五
尊

。
不
動
明
王

、
降

三
世
明
王
、
軍
叱
利

明
王
、
六

足
明
王
、
浄
身

明
王

の
五
。
明
王

と
は
、
「
明
」
と
は

智
慧
を
あ
ら
わ
す
真
言
。
こ
れ
を
尊

ん
で

「明
王
」
と

い
う
。
智

慧

の
力

に
よ

っ
て
煩
悩
業

障

の
闇

を
破

る
の
で
、
多
く
葱
怒
形
を

取

る
。

(
9
)

先
学

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
古
代

に
は
仏
伝
図
以
外

に
単

独

の
仏
像

の
製
作
は
行
わ
れ
て

い
な

い
。
仏
像
が
制
作
さ
れ
、

こ

れ

に
対
す
る

「
礼
拝
供
養

(造
像

に
よ
り
生
天

の
功
徳
が
得
ら
れ



鈴木正三の二王禅をみる新視点215

る
と

さ
れ

る
)
」
が
行
わ

れ
る
よ
う

に
な

る

の
は
、
紀

元
後

一
世

紀
末
ご

ろ
、
西
方
美
術

の
影
響

の
も
と
に
、
ガ

ン
ダ
ー
ラ
と

マ
ト

ゥ
ラ
ー
に
お
い
て
で
あ

る
。
又
、
念
仏

(
観
仏
)
に
お
け
る
、
観

念

さ
れ
る
べ
き
仏

の
相
好

の
モ
デ
ル
と
し

て
の
仏
像

の
制
作

が
、

初
期

大
乗
経
典

の
製

作
と
時
を

一
に
し

て
行
わ
れ
始

め
た
。
『
坐

禅

三
昧
経
』

『観
仏

三
昧

海
経
』

に
、
こ

の
点

に
関
し

て
の
具
体

的

な
指
示

が
見

ら
れ
る
。

(高

田
修

「観
仏

・
観
像
と
造
像
」

『仏

像

の
起
源
』
岩
波
書
店
、

一
九
六
七
年
、
平
川
彰

「
大
乗
仏
教

の

仏
陀
観
と
仏
像

」

『大

乗
仏
教

の
教

理
と
教
団
』
平
楽
寺

書
店
、

一
九
八
九
年
参

照
)
こ
の
よ
う

に
、
仏
像

の
造
像
目
的
と
そ

の
用

途
は
、

一
般
に

「礼
拝
供
養
」

又
は
、

「観
相
念
仏

の
手
が
か
り
」

で
あ
る
と
考
え

て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

(
10
)

「
即
心
即
仏
」

の
立
場

と
は
、
ロ
ハ今
現
在

の
日
常

の

「心
」
、

あ

る

い
は

そ

の
上

に

一
切
を
あ

ら
し

め
る
原
理

と
も

い
う

べ
き

「
心
」
が
、
そ

の
ま
ま
仏
で
あ
る
こ
と
を
示
す
語

で
あ

る
。
禅

で

は
、
四
祖
道
信

(
五
八
〇
～
六
五

一
)

の

「心
是
仏
、
妄
念
是
凡

夫
」
、
馬
祖
道

一

(
七
〇
九

～
七
八
八
)
「
馬
祖
向
我
道
、
即
心
是

仏
」
ほ
か
、

『伝
心
法
要
』

『碧

巌
録
』

な
ど
に
み
え

る
。
禅

に
お

け

る

一
般
的
な
解
釈

で
は
、
禅
定

に
お

い
て
行

ぜ
ら
れ
る

一
切
法

を

「仏
」
と
言

い
、
禅
定

に
お

い
て
行
ず
る

一
切
法

を

「心
」
と

す

る
。
従

っ
て
、
「
行
」
ぜ

ら

れ

る
身

心

を

は

な

れ

て
、
別

に

「仏
」
を
立

て
な

い
立
場

で
あ
る
。

(
11
)

「大
恵
呆
和
尚
道
、
妄
情
起
時
、
不
用
遇
捺

(
中
略
)
若

用

一

毫

毛
気

力
支
撹
定

是
邪
法
非
仏
法
也

。
(
此
止
)
須
知
正
三

二
王

坐
禅
是

邪
法
非
真
禅

也
。
(
中
略
)
或
令
人
舷
散

乱
敵
睡
魔

、
遣

塵
労
遠
喧
閾
起
精
進
発
勇
猛
竪
目
撹
眉
握
拳
噛
歯

(
乃
至
)
如

此

邪
知

異
解

不
可
枚

挙

(
此
止
)
依
之

正

三
邪
禅

之
流

中
華
亦
有

之
」

(無
著
道

忠

『金
鞭
指
街
』
第

十
八
警
策

上
)
妄
情
を
打
破

せ
ん
と

し
て
、
意
図
的

に
二
王

の
ま
ね
を
す
る
よ
う
な
禅
は
正
し

い
禅

で
は
な

い
、
と

い
う
批
判

で
あ

る
。

(
12
)

「対
治
心
沈
浮
病
修
止
観
者

(中
略
)
若
於
坐
中
、
其
心
浮
動
、

軽
躁

不
安

、
爾
時
応
当
、
修
止
止
之
。
是
則
略
説
、
対
治
心
沈
浮

病
修
止
観
相
」

『修
習
止
観
坐
禅
法
要
』

(大
正
新
脩
大
蔵
経
四
六

巻

、
四
六
七

頁
中
段
)

(
13
)

三
宅
杭

『謡

の
拍
子
』
桧
書
房
、

一
九

四
九
年
、
三
条
商
太
郎

『日
本
音
楽

の
調
子

の
話
』
厚
生
閣

、

一
九
三

二
年

(
14
)

「
殊

二
禅
法

ハ
、
執
着

ヲ
捨

ル

一
ツ
也

ト
云

ハ
、
平
生
切
端

ヲ

用

ル
事

也
。
生
死

ヲ
守

ル
ト
云
モ
切
端

一
ツ
也

。」

(
一
五
二
頁
)

(
15
)

正
三

の

「
機
」
に

つ
い
て
は
、
先
行
研
究

で
も
若
干

の
言

及
が

見

ら
れ

る
が
、
多

く
は
、

い
わ

ゆ
る

「禅

機
」

で
あ

る
と

か
、

「
気
合
」

で
あ

る
と
か
、
「
心

の
働

き
」
と

い
う

に
と
ど
ま

る
。

(前
掲
注

(
2
)
、
(
3
)
、
(
4
)
の
諸
論
文
参

照
)

尚
、
「
二
王
坐

禅

を
唱

ふ
、
蓋

し
胆

を
練

る
術

な
り

と
云

ふ
」
(
鷲

尾
順

敬
編

『
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』
光
融
館
、

一
九
〇
九
年

増
訂
、
五
八
五

頁
)
と

の
指
摘
が
あ

る
。

(
16
)

諸
橋
徹
次

『大
漢
和
辞
典
』
(
大
修
館

書
店
、

一
九
七
八
年

)
、

『角

川
古

語

大

辞
典
』

(角

川

書
店

、

一
九

八

二

ー
九

九

年
)

「機
」

の
項

よ
り
。
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(
17
)

『禅
学
大
辞

典
』

(大

修
館
書
店
、

一
九

七
八
年
)
、

『仏
教

語

大
辞
典
』

(東
京
書
籍
、

一
九
八

一
年
)
「
機
」

の
項
よ
り
。

(
18
)

そ
う

で
は
な
く
、

「根
性
」

(末
木
)
、
「
ば
ね

の
は
じ
け
る
働
き
。

満
を
持
し

て
現

れ
る
活
動
性

・
潜
在
的

エ
ネ

ル
ギ
ー
」

(藤
吉
)

な
ど

の
説
も
あ

る
。

(末
木
文
美
士

「鈴
木

正
三

の
思
想
」

『
日
本

仏
教
思
想
史
論
考
』
大
蔵
出
版
、

一
九
九
三
年

、
藤
吉
慈
海
前
掲

注

(
5
)
論
文
)

(
19
)

「物

に
負

け

て
沈

む
」
と

い
う

の
は
、
「
執
着
を
体

と
し

て
出

が
故

に
、
念

々
に
発
に
随

て
、
其
念

に
負

て
本
心
を
失
、
苦
悩
し

て
沈
心
」
「
万
事

に
負

て
物

の
下
と
成

て
、
う

か
ぶ
事
あ
た
は
ず
」

(
い
ず
れ
も
六
八
頁
)
と

い
う
状
態

で
あ

る
。

(
20
)

「
四
民

日
用

ニ
ハ
、
浮

ブ
沈

ム

ノ
機

ノ
位

、
大
筋

ヲ
書
」
(
一

六
六
頁
)
と

い
う
よ
う

に
、
浮

ぶ
、
沈

む
と

い
う

の
は
、
「機

の

位
」

で
あ
る
と
規
定

さ
れ
て

い
る
。

(
21
)

「
普
化

ノ
機
」

(
一
九
六
頁
)

「青
天

ノ
上

二
登

タ
機
」

(
二
〇

三
頁
)
コ

切

ニ
ハ
ラ
リ
ト
離

レ
キ
ツ
タ
…機
」

(二
〇
四
頁
)
な
ど
、

機
に
は

い
ろ

い
ろ
な
も

の
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
き
わ
め

て
具
体
的

な
描
写

を
伴
う

。

(
22
)

「
死
…機

ハ
生

死
ノ
離

レ
始
」

(
一
四
九

頁
)
、
「憂

…機

ニ
ヒ
シ
ト

責
詰

ラ
ル
」

(
一
四
六
頁
)
、
「
ロ
ハ
今
死

ス
ー

ト
云
気
」

(
一
四
三

頁
)

(
23
)

「気
」
と
は
、
文
字
通
り
に
は

「空
気
」

「意
思
」

「生
命
力
」

「物
質
」
な
ど

の
意
味
が
あ
り
、
天
地
万
物

に

一
貫
す

る
物
質
的

エ
ネ

ル
ギ
ー
と

仮

に
定
義

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

(諸
橋

徹

次

『大
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書
店

、

一
九
七

八
年
、
小
野
沢
精

一
他

編

『気

の
思
想
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
八
年
参
照
)
こ
れ

は
、
本
来

「
…機
」
と
は
異

な

っ
た
概
念

で
あ

る
が
、
正
三

に
お

い

て
は

「
…機
」
が

「気

」
と
言

い
換
え
ら

れ
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
、
正

三
は
こ
れ
ら
を
同

一
視

し
て

い
た
と
見

る
こ
と
が

で
き
る
。

(
24
)

道
教

で
は
、
「
煉
丹
」
「
行
気
」
「
服
気
」
と
呼
ば

れ
る
方
法

で

「
気
」
を
練

り
鍛
え

る
と

い
う
修
行
論
が
あ
り
、
こ
れ
が
、
瞑
想

武
術
、
東
洋
医
学
、
健
康
術
な
ど

に
広
く
影
響
を
与
え

て

い
る
。

(坂

出
祥
伸

『
「気
」
と
養

生
』
人
文
書
院

、

一
九
九

三
年

、
三

浦

國
雄

、
堀
池
信
夫
、
大
形
徹
編

『道
教

の
生
命
観

と
身
体
論
』

講
座
道
教
第

三
巻
、
雄
山
閣
、

二
〇
〇
〇
年

)

(
25
)

福

井
文
雅

「道
教

と
仏
教
」
(福

井
康
順
他
監

修

『道

教
第

二

巻
』
平
河
出
版
、

一
九
八
三
年
)

に
よ
れ
ば
、
道
教

の

「胎
息
」

「服
気
」

と

い
う
呼
吸
法

と
、

『大

安
般
守
意

経
』
や

『天
台
小

止
観
』

の
行
法

の
関
係
が
指

摘
さ
れ
て

い
る
。

(
26
)

「内
観
」

や
気
海
丹
田
に
気

を
集
注
す

る

「丹

田
」
呼
吸
法
は
、

白
隠
が

『夜
船
閑
話
』

で
説

い
て

い
る
が
、
こ
れ
も
、
白
幽
仙
人

と

い
う
道
教
系

の
行
者

よ
り
伝
授

さ
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

(
『白

隠
和
尚
全
集
』
第

五
巻

、
竜
吟
社

、

一
九

三
四
年
)

(
27
)

吉

野
、
熊

野

は
古

来
知

ら
れ

た
山
岳
修

験

の
霊

場

で
あ
る
。

(
五
来
重
編

『吉

野

・
熊
野
信
仰

の
研
究
』
名
著
出
版
、

一
九

七

五
年

)

(
28
)

『石
平
道
人

行
業
記

(以

下

『行
業

記
』

と
す

る
)
』

に
は
以

下

の
記
事
も
見

え

る
。
「
師
、
紀

の
熊
野
峰

に
陞
詣

し
、
廻

っ
て
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藤
城
を
歴

て
、
鈴
木
氏

の
宗

親
を
追

薦
す

(中
略
)
師
、
和

の
吉

野
峰

に
登
渉
し
、
翅
出

の
行
者

を
見

て
、
乃
ち
捨
身

の
行
を
感
激

す
。
又
、
仏
菩
薩
金
剛
等

の
像
を
発
明
し
て
曰
く
。

こ
の
像
等
、

皆
修
煉
を
標
し

て
叙
次

秩
然

た
り
」

(七
頁
)

(
29
)

『行
業

記
』
、

『足

助
町
誌
」

(足
助

町
誌
編
集
委

員
会
、

一
九

七

五
年

)
、
『豊

田
市
史
』

(第

二
巻

近
世
、
豊

田
市
、

一
九
八

一

年
)
、
鈴
木
真
哉

『紀

州
雑
賀
衆

・
鈴
木

一
族
』

(新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
四
年
)
「
鈴
木

氏
系
譜
」

(医

王
寺
蔵
)

(
30
)

「行

脚
」

「乞
食

」
「
托
鉢
」

に

つ
い
て
は
、

『禅
学
大

辞
典
』

(
大
修
館

書
店
、

一
九

七
八
年
)

の
各
項

目
参
照

(
31
)

「
霊
仏
霊
社
」
に
参

詣
す
る
、
と

い
う

の
は
、
古
来
、
わ

が
国

で
大
木
や
大
石
、
山
な
ど
に
神

(霊

)
が
宿

る
と

し
た
、
霊
物
信

仰

に
由
来

す
る
。
山
岳
修
行
者

た
ち

は
、
山

々
を
巡

っ
て
修
行
し
、

山
河
大
地
に
や
ど
る

「
霊
性
」
を
身

に

つ
け
る
こ
と
を
目
指

し
た
。

平
安

時
代

以
降
、
寺

が
山
林

に
建
立

さ
れ
る
よ
う

に
な

る
と
、
霊

寺
、
霊
社

と
し

て
、
山
岳
修
行
者

は
、
寺
社
巡
り
も
行
う

よ
う

に

な

っ
た
。
正
三

の

「気

を
受

け
る
寺
社
参
詣
」

は
、

こ
れ
ら
と
類

同

で
あ

る
と
考

え
ら

れ
る
。

(
「遊
行

の
宗
教
者
」

『大
系

仏
教
と

日
本
人
六
遊
行

と
漂
白
』
山
折
哲
雄
他
編
、
春
秋
社
、

一
九
八
六

年
、
「
日
本

に
お
け
る
霊
地
と
霊
場
」

『講
座

日
本
文
学
と
仏
教
第

七
巻

霊
地
』
岩
波
書

店
、

一
九
九

五
年
)
、
鈴
木
昭
英

『修

験

道
教
団

の
形
成

と
展
開
』
法
蔵
館
、

二
〇
〇
三
年
)

(
32
)

「亦
機

ヲ
付

テ
作

バ
、
古

則
陀
羅

尼
念

仏

モ

一
ツ
事

ナ
リ
」

「
ロ
ハ
論
経

ヲ
以

テ
機

ノ
ス
ワ
ル
位

ヲ
仕
習

フ
ベ
シ
、
是
煉
磨
也
」

(
二
五
二
頁
)

(
33
)

「諸
芸
皆

禅
定

ノ
機

ヲ
以

テ
作
事

也
」

(
一
七

一
頁
)
な

ど
。

尚
、
能
楽
論

に
お

い
て
は
、
「機
」

と

い
う

こ
と
が
重
視

さ
れ
る
。

そ

の
場
合

「
…機
」
と
は
、
息

(呼
吸

)
と
心

が
ひ
と

つ
に
な

っ
た

「
気
息
」
、
丹

田
に
力

を

こ
め
た
気

合

で
、
息

の
出

入
り

や
緩
急

を
測

る
こ
と
を
意
味
す

る
。
(
「調

子
を
ば
機

が
持

つ
な
り
」

「息

と
機
と
、
節
と
曲
と

の
分
目
、
能

々
智

べ
し
」

(
『花
鏡
』
、

『
日
本

古
典
文
学
大
系
六
五

歌
論
集

、
能

樂
論
集
』
岩
波
書
店
、

一
九

六

一
年

所
収
、
四

一
〇
、
四
三
三
頁
)
、
す

で

に

「
浮
心
」

の
所

で
み
た

よ
う

に
、
正
三

に
は
、
「謡
」

へ
の
関
心
が

み
ら
れ

る
こ

と
か
ら
、
こ

の
理
論
は
、
そ
う

し
た
芸
道

の
修
練

の
技
法

の
影
響

を
受

け

て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。

(
34
)

『全
集
』

二
八
四
、
二
五
六
頁

(
35
)

『全
集
』

一
五
六
～

一
五
七
頁

(
36
)

『全
集
』

三
〇
六
頁

(
37
)

萩
原
龍

夫

・
真

野
俊

和
編

『
聖
と
民
衆
」
名
著
出
版
、

】
九

八

六
年

、
五
来
重

『高

野
聖
』
、
角

川
書
店

、

一
九
七

五
年
)

(
38
)

唱
導

説
教
が
芸
能
化

す
る
と
説
教
師
と

し
て
の

「聖
」
は
芸
人

に
な
る
。
謡

曲

「自
然
居
士
」

「東
岸
居
士
」

で
は
、
説
教
師
が
、

鞠
鼓

を
打

ち
、
さ
さ
ら
を
す

っ
て
巧

み
な
芸
を
見
せ

る
姿
が
描
写

さ
れ

て

い
る
。
(新

潮
日
本
古

典
集
成

『謡
曲
集
』
中

、
日
本
古

典
文
学
大
系

『謡
曲
集
』

下
)

こ
う

し
た
芸
能
活
動
は
、
念
仏
聖

や
、
放

下
、
暮
露
暮
露
と
呼
ば

れ
る
庶
民
仏
教
者

の
特
色

の
ひ
と

つ
で
あ

る
。

(盛

田
嘉
徳

『中
世
賎
民
と

雑
芸
能

の
研

究
』
雄

山



218鈴木正三の二王禅をみる新視点

閣
、

一
九

七
四
年

、
原

田
正
俊

「放
下
僧

・
暮
露

に
み
る
中
世
禅

宗

と
密
教
」

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

一
二
九
号
、

一
九
九
〇
年

)

(
39
)

古
来
存
在

す
る
優
婆
塞
的

念
仏
聖

(
『法
華
験

記
』

や

『拾

遺

往

生
伝
』

に
登
場
す

る
)

の
念
仏
は
滅
罪
と
鎮
魂

の
呪
術

で
、
念

仏
と
密
教

と
法
華
経
を
併
修
す

る
。
萱
堂
聖

の
よ
う

に
念

仏

・
密

教

・
禅
を
併
修
す

る
場
合
も
あ

る
。
又
、
中
世
後
期
禅
僧

の
聖
的

活

動
も
近
年
注

目
さ
れ

て
い
る
。

(有
馬

嗣
朗

「
中
世
曹
洞
教

団

と
聖
仏
教
ー

遊
行
す
る
禅
僧
」
『曹
洞
宗
研
究
員
研
究
所
紀
要
』

三
二
号
、

二
〇
〇
二
年
)

(
40
)

鎮
魂
慰
霊
活
動

は
、
古
来
、
「
聖
」

の
主
た
る
職
掌

で
あ

っ
た
。

(船
岡
誠

『
日
本
禅
宗

の
成
立
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九

八
七
年

、

伊

藤
唯

真

『聖
仏

教
史

の
研

究
』

上
下
、
法
蔵

館
、

一
九

九

五

年
)
正
三

の
鎮
魂
慰
霊
活
動

に
つ
い
て
は
、
拙
論

「鈴
木
正
三

に

お
け

る

「弔
」
観
」
(
『仏
教
史

学
研
究
』

四
入
ー

二
号
、

二
〇
〇

六
年
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(
ユ4
)

正
三
は

『念

仏
草
子
』

『
二
人

比
丘
尼
』
と

い
う
仮
名

草
子
を

著

し
て

い
る
。
聖

の
勧
進

の
た
め

の
唱
導
説
教

が
、
ス
ト
ー
リ
ー

な
ど
に
よ
り
興
味
深

く
構

成
さ

れ
た
も

の
が

「
唱
導
文
学
」

「仏

教

説
話
」
と

よ
ば
れ

る
も

の

で
あ

る
。
中
世

の
聖
た

ち

の

「説

教
」

の
近

世
的

出
版
形
態

に
対
応
し
た
も

の
が
、
「仮
名

草
子
」

で
あ

る
と
考
え

る
事

が
で
き
よ
う
。

(関
山
和
夫

『説
教

の
歴
史

的
研
究
』
法
蔵
館
、

一
九
七
三
年
参

照
)

(
42
)

註

(
11
)
参
照


